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佐々木　研治

出雲市立浜山中学校

「向上心をもち未来に向かって主体的に学ぶ生徒の育成」～「めあて」と「振り返り」を意識した授業づくりを通して～

生涯にわたって学び続ける意欲や向上心を高め、見通しをもって主体的に学習に取り組む生徒の育成をめざす

・明るく素直で真面目である

・与えられた課題に対して着実
に取り組むことができる

・自ら進んで取り組むことが少
ない

・自分を高めようという気持ち
に弱さが見られる

・見通しをもってものごとに取
り組めない場面が見受けられる

〇素直で真面目であり、ものご
とに取り組む粘り強さは持って
はいるが、その一方で、自らを
高めようという向上心に欠け、
見通しをもって主体的に学習に
取り組む力が十分でないという
課題を抱えている。

〇学びの適切な「めあて」を設定し生徒の意欲を引き出す中で課題の解決に取り組
み、学びの「振り返り」を行ない活用し自己理解を促し自己の成長を実感させるこ
とで、主体性を育成することができる。

〇学校評価アンケートの活用

〇チームスなどを活用した生徒へのアンケート

〇研究授業の参観、研究協議を通して分析していく。

〇出雲市で取り組む「授業スタンダード」に則って、「めあて」「学習課題」「ま
とめ」「振り返り」を意識した授業づくりに全職員で取り組む。

〇今年度の「授業づくりの重点」である『単元や授業での「生徒のゴールの姿（十
分・概ね満足の姿）」を明確にする』ことに焦点を絞って、授業を実践していく。

〇初任者研修、フォローアップ研修該当者に授業を提供してもらう中で、授業研
究・研究授業・研究協議を全職員で組織的に行い、研鑽を深める。

〇適切な「めあて」の設定によ
り

・一単位時間の授業の見通しを
もって学習できる生徒

〇「振り返り」を適切に行うこ
とにより

・「わかった」「できた」を実
感できる生徒

・「わかったこと」や「わから
なかったこと」が明確に意識で
きる生徒

・家庭学習などに自ら進んで取
り組む生徒


